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熊
本
県
合
志
市
の
黒
石
原
支
援
学
校
（
星
子
和
広
校
長
、

児
童
生
徒
82
人
）
は
、
全
身
の
筋
力
が
低
下
す
る
脊
髄
性

筋
萎
縮
症
（
S
M
A
）
や
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
な
ど
の
難

病
、
身
体
・
知
的
障
害
を
抱
え
る
病
弱
な
児
童
生
徒
に
対

し
、
民
間
企
業
や
教
育
機
関
が
開
発
し
た
最
新
の
情
報
通

信
技
術
（
I
C
T
）
を
取
り
入
れ
た
教
育
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
I
C
T
を
通
じ
て
、
病
気
や
障
害
に
よ
る
学
習
制

限
を
取
り
払
い
、
主
体
的
な
学
習
機
会
を
増
や
す
こ
と
で
、

児
童
生
徒
の
自
己
肯
定
感
を
高
め
た
い
考
え
だ
。
星
子
校

長
は
、「
外
部
の
専
門
的
な
知
見
を
活
用
し
、
教
育
活
動

の
幅
を
広
げ
た
い
」
と
力
を
込
め
る
。（
肩
書
等
は
取
材

時
）一

人
一
人
に
応
じ
た
教
育
支
援

　

黒
石
原
支
援
学
校
に
在
学
す
る
児
童
生
徒
は
、
遺
伝
子

性
筋
疾
患
の
他
に
も
、
脳
性
ま
ひ
や
精
神
疾
患
な
ど
が
あ

る
。
必
要
と
さ
れ
る
教
育
支
援
の
在
り
方
も
児
童
生
徒
一

人
一
人
で
異
な
る
た
め
、
児
童
生
徒
82
人
に
対
し
て
計
96

人
の
教
職
員
が
生
活
・
学
習
指
導
を
実
施
。
急
な
病
状
の

悪
化
な
ど
に
備
え
、
5
人
の
特
別
支
援
学
校
サ
ポ
ー
タ
ー

と
12
人
の
看
護
師
も
常
駐
し
て
い
る
。

　

教
育
課
程
は
四
つ
に
分
類
。「
Ⅰ
課
程
」
は
、
筋
疾
患

な
ど
を
抱
え
る
児
童
生
徒
に
対
し
て
準
ず
る
教
育
を
担
う
。

「
Ⅱ
課
程
」
と
「
Ⅲ
課
程
」
は
、
知
的
障
害
や
重
複
障
害

の
あ
る
児
童
生
徒
が
在
籍
。
登
校
が
困
難
な
児
童
生
徒
に

対
し
て
は
、
自
宅
や
病
室
に
教
員
を
派
遣
す
る
「
訪
問
教

育
」
を
実
施
し
て
い
る
。
い
ず
れ
の
課
程
で
も
、
児
童
生

徒
の
主
体
的
な
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
I
C
T
を
導
入
し

て
い
る
。

　

例
え
ば
「
Ⅰ
課
程
」
の
理
科
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

上
の
仮
想
空
間
で
電
気
回
路
の
組
み
立
て
実
験
な
ど
を
再

現
で
き
る
ア
プ
リ
を
利
用
。
併
せ
て
、
外
部
ス
イ
ッ
チ
や

改
造
キ
ー
ボ
ー
ド
な
ど
も
用
い
る
こ
と
で
、
指
先
の
わ
ず

か
な
動
き
か
ら
実
験
器
具
の
使
い
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
仕
組
み
を
整
え
て
い
る
。

　

自
宅
や
病
室
の
遠
隔
地
か
ら
授
業
に
出
席
す
る
児
童
生

徒
に
対
し
て
は
、
ウ
ェ
ブ
会
議
ア
プ
リ
を
使
用
。
教
員
は
、

児
童
生
徒
の
様
子
を
P
C
に
映
し
な
が
ら
、
手
元
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
で
電
子
教
科
書
や
電
子
黒
板
を
操
作
す
る
。

た
だ
、
児
童
生
徒
に
よ
っ
て
は
、
体
調
面
な
ど
か
ら
授
業

時
間
を
短
縮
す
る
必
要
が
あ
る
。
加
え
て
、
授
業
準
備
に

時
間
が
か
か
る
た
め
、
教
員
に
は
効
率
的
な
授
業
の
計
画

と
実
践
が
求
め
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
同
校
で
は
「
K
M
E
」
と
い
う
多
機
能
ス
イ

ッ
チ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
導
入
し
、
授
業
の
効
率
化
を

目
指
し
て
い
る
。
K
M
E
は
、
同
市
に
も
キ
ャ
ン
パ
ス
を

置
く
熊
本
高
等
専
門
学
校
（
熊
本
県
八
代
市
）
が
開
発
。

こ
れ
ま
で
は
、
外
部
ス
イ
ッ
チ
な
ど
の
支
援
教
具
と
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
、
有
線
で
接
続
し
て
い
た
が
、
K
M
E
を

導
入
し
た
こ
と
で
無
線
接
続
が
可
能
に
な
っ
た
。
配
線
接

続
の
手
間
が
省
け
る
ほ
か
、
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と
出
力
で

き
、
も
う
一
度
押
す
と
停
止
す
る
ラ
ッ
チ
機
能
や
、
設
定

し
た
時
間
だ
け
出
力
で
き
る
タ
イ
マ
ー
機
能
な
ど
も
内
蔵

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
P
C
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
映

し
出
す
画
面
を
ボ
タ
ン
で
切
り
替
え
る
「
A
T
E
M
」
な

ど
の
機
器
も
活
用
し
て
い
る
。

「
協
働
的
な
学
び
」を
模
索

　

一
方
、
課
題
も
あ
る
。
少
人
数
学
級
で
「
協
働
的
な
学

び
」
の
機
会
を
い
か
に
確
保
す
る
の
か
と
い
う
問
題
だ
。

S
M
A
の
児
童
を
担
当
し
て
い
る
雜
賀
徳
子
教
諭
は
、

「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
友
達
と
つ
な
が
る
こ
と
で
、
自
分
と

同
じ
考
え
や
違
う
考
え
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
」
と
話

す
。
そ
の
上
で
、「
大
人
や
保
護
者
で
は
な
く
、
友
人
と

い
う
対
等
な
他
者
と
の
関
わ
り
の
中
か
ら
言
葉
の
伝
え
方

や
思
い
や
り
を
学
べ
る
」
と
指
摘
す
る
。

　

文
部
科
学
省
の
学
習
指
導
要
領
で
も
、「
主
体
的
に
挑

戦
し
て
み
る
こ
と
や
多
様
な
他
者
と
協
働
す
る
こ
と
の
重

要
性
な
ど
を
実
感
し
な
が
ら
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
（
中
略
）
工
夫
す
る
こ
と
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
登
校

が
困
難
な
児
童
生
徒
に
対
し
て
は
、
保
護
者
や
教
員
以
外

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
会
を
補
う
教
育
が
必
要
と

な
る
。

I
C
T
活
用
で
主
体
的
な
学
習
を
支
援

第
40
回
時
事
通
信
社「
教
育
奨
励
賞
」推
薦
校
の
実
践
⑮

●
熊
本
県
立
黒
石
原
支
援
学
校
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「
協
働
的
な
学
び
」
の
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、
同
校

は
2
0
2
4
年
か
ら
、
分
身
ロ
ボ
ッ
ト
「O

riH
im
e

」

を
活
用
し
た
居
住
地
校
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
を
始
め
た
。

分
身
ロ
ボ
ッ
ト
は
民
間
企
業
が
開
発
。
専
用
ア
プ
リ
を
使

っ
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
か
ら
遠
隔
操
作
で
き
る
。
上

下
左
右
に
首
の
向
き
を
調
節
し
な
が
ら
、
発
言
し
て
い
る

同
級
生
な
ど
教
室
全
体
の
様
子
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
見
渡

す
こ
と
も
可
能
。
会
話
や
挙
手
、
う
な
ず
く
機
能
な
ど
も

実
装
さ
れ
て
お
り
、
遠
隔
地
に
い
る
相
手
に
意
思
表
示
や

感
情
表
現
を
明
確
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

分
身
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
た
交
流
学
習
は
、
同
校
の
特

別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
山
口
徹
教
諭
が
企
画
し

た
。
山
口
教
諭
は
、「
こ
れ
ま
で
よ
り
も
授
業
に
参
加
し

て
い
る
実
感
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
主
体

的
に
授
業
に

参
加
し
て
い

る
子
ど
も
た

ち
の
姿
が
見

ら
れ
た
」
と

手
応
え
を
口

に
す
る
。
分

身
ロ
ボ
ッ
ト

を
無
償
で
貸

与
し
て
も
ら

っ
て
い
る
九

州
ル
ー
テ
ル

学
院
大
学

（
熊
本
市
）

と
協
力
し
な

が
ら
、
25
年
度
は
児
童
1
人
に
対
し
、
年
3
～
4
回
程
度

行
う
方
針
。
今
後
は
、
同
校
が
行
う
遠
隔
教
育
の
場
に
も

導
入
し
、
実
施
人
数
を
増
や
し
た
い
考
え
だ
。

　

こ
の
他
、
同
校
は
4
月
か
ら
家
庭
用
ゲ
ー
ム
機
「
ニ
ン

テ
ン
ド
ー
ス
イ
ッ
チ
」
を
活
用
し
た
新
し
い
取
り
組
み
も

始
め
た
。
特
別
支
援
学
校
に
設
け
ら
れ
て
い
る
「
自
立
活

動
」
の
時
間
を
利
用
し
、「
Ⅰ
課
程
」
の
高
校
生
グ
ル
ー

プ
と
小
学
生
グ
ル
ー
プ
が
同
機
の
人
気
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト

「
マ
リ
オ
カ
ー
ト
」
で
対
戦
す
る
と
い
う
内
容
。
た
だ
、

対
戦
前
に
高
校
生
側
は
話
し
合
い
、
下
級
生
に
対
す
る
ハ

ン
デ
ィ
を
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
発
話
が
難
し
い

生
徒
も
い
る
中
、
他
者
と
意
思
疎
通
を
図
り
、
意
見
を
ま

と
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

山
口
教
諭
は
、「
自
分
の
意
見
を
し
っ
か
り
伝
え
る
こ

と
や
、
他
者
の
意
見
を
聞
き
、
価
値
観
を
擦
り
合
わ
せ
る

経
験
は
社
会
に
出
た
と
き
に
必
要
な
力
だ
」
と
指
摘
。
ゲ

ー
ム
を
使
っ
た
自
立
活
動
は
現
在
、
高
校
生
の
み
が
対
象

だ
が
、
今
後
は
e
ス
ポ
ー
ツ
の
校
内
大
会
を
企
画
す
る
な

ど
し
て
「
子
ど
も
た
ち
同
士
の
学
部
・
学
年
を
超
え
た
つ

な
が
り
づ
く
り
に
取
り
組
む
」
と
話
す
。

効
率
的
な
研
修
を
実
施

　

同
校
の
児
童
生
徒
が
主
体
的
に
学
習
を
進
め
る
た
め
に

は
、
教
員
も
I
C
T
に
対
す
る
知
識
を
深
め
る
必
要
が
あ

る
。
た
だ
、
同
校
の
情
報
教
育
部
長
を
務
め
る
井
芹
光
史

教
諭
は
、「
教
員
の
中
で
も
知
識
に
は
濃
淡
が
あ
る
」
と

し
て
、
教
員
研
修
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。

　

同
校
の
教
員
は
月
に
1
度
、
放
課
後
の
時
間
を
使
っ
て

「
自
主
研
修
会
」
を
開
催
。
遠
隔
授
業
の
方
法
や
I
C
T

の
活
用
な
ど
を
研
究
し
て
い
る
。
年
度
初
め
に
は
、
教
員

に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
現
場
で
生
じ
て
い
る
困

り
事
な
ど
を
聞
き
取
り
、
研
修
テ
ー
マ
を
決
め
て
い
る
と

い
う
。
研
修
内
容
は
、
教
員
が
閲
覧
で
き
る
「G

oogle 

Classroom

」
や
職
員
室
内
に
張
り
出
す
こ
と
で
周
知
を

図
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
夏
休
み
な
ど
の
長
期
休
暇
中
に
は
、
教
員
自
身

が
実
際
に
I
C
T
を
体
験
す
る
勉
強
会
も
開
い
て
い
る
。

情
報
教
育
部
の
教
諭
が
中
心
と
な
り
、
使
い
方
を
説
明
。

併
せ
て
、
現
場
の
課
題
も
調
査
す
る
。
担
当
す
る
児
童
生

徒
が
抱
え
る
教
育
課
題
に
合
わ
せ
、
4
～
5
人
の
グ
ル
ー

プ
を
つ
く
り
、
意
見
交
換
し
合
う
な
ど
の
研
修
も
展
開
。

実
践
事
例
や
Q
＆
A
と
共
に
、
動
画
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
作
成

し
、「
教
員
が
必
要
な
と
き
に
必
要
な
情
報
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
態
勢
」
づ
く
り
に
励
ん
で
い
る
。

　

こ
の
他
、
K
M
E
を
開
発
し
た
熊
本
高
専
と
の
意
見
交

換
会
も
年
に
数
回
行
っ
て
い
る
。
外
部
の
専
門
家
か
ら

I
C
T
の
使
い
方
を
教
え
て
も
ら
う
ほ
か
、
必
要
な
教
具

の
開
発
も
依
頼
す
る
機
会
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
う

し
た
手
厚
い
研
修
態
勢
を
背
景
に
、
井
芹
教
諭
は
「
さ
ま

ざ
ま
な
病
状
や
障
害
を
持
つ
児
童
生
徒
に
も
対
応
で
き
る

教
育
環
境
が
整
っ
て
き
て
い
る
」
と
自
信
を
見
せ
る
。

　

星
子
校
長
は
「
障
害
が
あ
る
子
ど
も
た
ち
は
、
経
験
不

足
な
ど
に
よ
り
、
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ

が
あ
る
。
I
C
T
を
通
じ
て
経
験
の
場
を
提
供
し
、
自
己

肯
定
感
を
高
め
た
い
」
と
し
た
上
で
、「
そ
の
た
め
に
は
、

教
員
の
ス
キ
ル
も
高
め
る
必
要
が
あ
る
。
民
間
や
教
育
機

関
と
連
携
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
活
動
の
充
実
化
に
取
り

組
ん
で
い
く
」
と
意
気
込
む
。�

（
齋
藤
岳
大
＝
熊
本
支
局
）

分身ロボットを利用した居住地校との交流
（黒石原支援学校提供）


